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企画したイベントは以下の 3 種類である（図 2 ）。企画と実践にあたっては、金城学院大学
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参加者への主なアンケート結果を図 3 に示す。参加者は大人12名、子ども15名、計 8 組で
















































考えられる。ただし、本来の目的であった 0 歳から 9 歳の子どもの参加は少なかった。家族連
れで参加した場合、親のみがアンケートに回答したことも一つの要因と考えられることから、
実際の状況を把握できるように評価方法を見直す必要もあると思われる。









1 ） 3 種類とも参加者の評価は高く、定期的に行うことでコト消費につながる可能性がある。
2  ）東谷山FPに親しみを感じるための工作や好奇心を高めるためのワークブックは、作業手
順がわかりやすいため幅広い人が参加できる。また、工作の場合、作品を園内に飾るだけで
なく自宅へ持ち帰られるように選択肢を設けると効果的である。
3  ）記憶に残る時間を過ごすためのピクニックアクティビティは、参加者が主体的に行為内容
を決めることから参加者は限られるものの、周辺からも楽しそうな様子を眺められ、公園全
体の活発性を高める効果がある。
4  ）企画者と指定管理者との相談不足やピクニックアクティビティでのニーズの把握の難しさ、
ＳＮＳを利用した情報発信などの具体的な課題も明らかとなり、想定した参加者像を明確に
した内容にするなどより効果的な手法へと改善する必要がある。
本報告と東谷山FPでのイベントの活動実施にあたっては、平成30年度金城学院大学消費生
活科学研究所活動補助費の支援を受けて行いました。深く感謝いたします。
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